
書

評

清
水
嘉
治
著

『
改
革

の
経
済
思
想

J

.
A

・
ホ

ブ

ス

ン
研

究

序

説

」

(白

桃
書

房

、

一
九

九

八
年

一、一月

刊

)

佐

伯

尤

145

本
書

の
著
者
は
、
長
年
市
民

の
立
場

か
ら

の
地
域
政
策
、
経
済
政
策
、
世
界
経
済

の
研
究
を
志
し
、
現
代
世
界
経
済
や
E
U
な
ど

に

つ

い
て
多
く

の
研
究
業
績
を
あ
げ
、
わ
が
国
地
域

の
自
治

の
あ
り
方

に
も
積
極
的

に
発
言
し

て
い
る
経
済
政
策
学
者

・
世
界
経
済
研
究
者

で

あ
る
。
著
者

の
研
究

の
出
発
点

は
帝
国
主
義
論
研
究

で
あ

っ
た
。
当
然

に
ホ
ブ

ス
ン

『
帝
国
主
義
論
」

と
そ
の
理
論
的
基
礎

で
あ
る
過
少

消
費
説
も
主
要
な
研
究
対
象

で
あ

っ
た
。

そ
れ
か
ら
約
四
卜
年
、
ご
く
最
近

の
大
病
を
克
服
し
た
の
ち
精
力
的

に
行
な

っ
た
ホ
ブ

ス
ン
研

究
と
若
き

日
の
ホ
ブ

ス
ン
研
究

と
を

↓
書

に
ま
と
め
あ
げ
た

の
が
本
書

で
あ

る
。

ホ
ブ

ス
ン
が
取
り
組

ん
だ
問
題
を
そ
れ
ぞ
れ

の
経
済
史

的
背
景

に
位
置
づ
け
る
な
ど
、
著
者

の
経
済
政
策
学
者

・
世
界
経
済
研
究
者

と
し

て
の
性
格
が
色
濃
く

に
じ
み
出
た
研
究

で
あ
る
。
な
お

本
書

は
わ
が
国

で
ホ
ブ

ス
ン
研
究

と
し

て
公
刊
さ
れ
た
初

め

て
の
本
格
的
研
究
書

で
あ
る
。

ジ

ョ
ン

.
ア
ト
キ

ン
ス
ン

・
ホ
ブ

ス
ン

(
一
八
五
八
～

一
九
四
〇
年
)
は
繁
栄

の
ヴ

ィ
ク
ト
リ
ア
中
期

に
生
ま
れ
、
十
九
世
紀
末
か
ら
二
卜
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世
紀
前
半

の
激
動

の
時
代

に
生
涯
を
お
く
り
、
不
況
、
失
業
、
貧
困
、
帝
国
主
義
、
戦
争

と
国
際
平
和
な
ど
時
代

の
焦
眉

の
問
題

に
果
敢

に
切

り
む
す
び
社
会
改
革
を
積
極
的

に
主
張
し
た
社
会
科
学
者

に
し

て
、
思
想
家
、
ジ

ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
で
あ
る
。
誰
も
が
指
摘
す
る
よ
う

に
・
従
来
ホ
ブ

ス
ン
は
二

つ
の
側
面
か
ら
取

り
上
げ
ら
れ

て
き
た
。

ひ
と

つ
は

『
帝
国
主
義
論
』

の
著
者
と
し

て
、
も
う
ひ
と

つ
は
独
自

の
過
少
消
費
論
者
と
し
て
で
あ

る
。
言
う
ま

で
も
な
く
、
前
者

は
ホ
ブ

ス
ン

『
帝
国
主
義
論
』
が

レ
ー

ニ
ン
に
大
き
な
影
響
を
お
よ
ぼ
し

た
鋭

い
包
括
的

な
帝
国
主
義
批
判

で
あ
る
こ
と

に
よ
る
も

の
で
あ
り
、
後
者

は
彼

の
過
少
消
費
説
が
ケ
イ

ン
ズ
有
効
需
要
不
足
説

に
人
き

な
示
唆
を
与
え
た

こ
と

に
よ
る
。
著
者

は
、
従
来

の
ホ
ブ

ス
ン
研
究

の
問
題
点
と
し

て
次

の
五
点
を
指
摘
す
る
。
第

一
は
、
ホ
ブ

ス
ン

『
帝

国
主
義
論
』

の
経
済
的
、
政
治
的
、
社
会
的
側
面

の
内
在
的
総
合
的
研
究

の
必
要
性

で
あ
り
、
第

二
は
彼

の
初
期
、
中
期

の
著
作
と
過
少

消
費
説

の
関
連

の
研
究

で
あ
る
。
第
三
は
彼

の
社
会
改
革
論

の
経
済
思
想
的
基
礎

の
分
析

で
あ
り
、
第

四
は
ラ
ス
キ

ン
、
ヴ

ェ
ブ

レ
ン
を

介

し
た
彼

の
経
済
社
会
学

の
構
築

の
問
題

で
あ
る
。

そ
し

て
、
最
後

は
彼

の

「
新
自
由
主
義
」

の
再
評
価

の
問
題

で
あ
る
。
著
者
は
、

こ

う
し
た
ホ
ブ

ス
ン
研
究

の
問
題
点
を
踏
ま
え

て
、
本
書

の
目
的
は
彼

の

「
社
会
経
済
思
想
像
」
を
明
ら
か

に
す

る
こ
と
に
あ
る
と
す
る

(プ

ロ
ロ
ー
グ
)
。

著
者

は
ホ
ブ

ス
ン
研
究

の
今

日
的
意
義
を

イ
ギ
リ

ス
に
お
け
る
労
働
党
ブ

レ
ア
政
権

の
改
革
政
策
と
ホ
ブ

ス
ン
の
社
会
改
革
と

の
類
似

性

に
求

め
て
い
る
。
十
八
年
間

に
お
よ
ぶ
サ

ッ
チ

ャ
ー
、

メ
イ
ジ

ャ
ー
保
守
党
政
権
は
、
洲
慢
性
的
失
業
者

の
増
大
、
所
得
格
差

の
増
大
、

…
…
賃
金
上
昇
率

の
停
滞
、
教
育
水
準

の
低
下
、
医
療

・
福
祉

の
負
担
増
」
を
残
し
た
。

こ
れ

に
対
し
ブ

レ
ア
は
、
労
働
党

の
占

い
社
会

主
義
観
か
ら
脱
却

し

(労
働
党
規
約
第
四
条

「生
産
、
交
通
手
段
の
公
有
化
」
条
項
の
改
訂
)
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
復
権
を
う
た
い
、
市
民

の
n
治
、

分
権
、
参
加
を
原
理
と
す
る
市
場
社
会

の
活
性
化
、
公
的
分
野
と
民
間
分
野

の
各
企
業

の
有
機
的
結
合

の
活
用
、
経
済
政
策

の

一
環
と
し

て
の
雇
用
政
策
、
持
続
的
成
長

の
中

で
の
貧
困
問
題

の
解
決
、
「
機
会

の
再
配
分
」

・
一
機
会

の
平
等
」
な
ど
を
重
視
す
る

「
市
民
権
確
立

の
た
め
の
ア
プ

ロ
ー
チ
に
よ
る
社
会
主
義
」
を
提
唱
し
た
。
著
者

は
、
経
済
政
策

と
社
会
政
策

の
結
合

に
見
ら
れ
る
労
働
党

の
新
政
策

は
、
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歴

史

的
背

景

の
違

い
を
認

め

た
上

で
ホ
ブ

ス

ン
の

そ
れ
と

原
理

的

に

一
致

し

て
い
る

と

い
う
。

そ
し

て
、

こ
こ
に

「
社
会

改

良

主
義
者

」

ホ
ブ

ス
ン
研
究

の
今

日
的
意

義

が

あ

る
と

す

る

(第

一
部

一
竜
)
。

本

書

の
構

成

は
、
第

一
部

「
J

.
A

・
ボ
ブ

ス

ン
の
経
済

思

想
像

」
と
第

、
一部

「
J

・
A

・
ホ
ブ

ス
ン
の
経

済

思
想

に
関
す

る
論

文
集

」

に
大

き

く
分

か
れ

、
補

論

「
E

.
E

・
ネ

マ
ー
ズ

の

『
ホ
ブ

ス

ン
と
過

少
消

費
」

の
若

下

の
問

題

に

つ
い

て
」
が

つ
け
加

え
ら

れ

て
い
る
。

第

蔀

は
、

輩

「
英

国
労

働

党

の
改
革

を

ふ
ま

え

て

い
ま

改

め

て
ホ
ブ

ス

ン
を

考

え

る

(序
論
)」
、
二
章

「
ホ
ブ

ス

ン
の
生
活

と
思
想

」
・

三
章

「
ホ
ブ

ス
ン
の
時
代

背

景

と
社
会

思

想

像

一
八
七

〇
年

～

一
九

一
四
年

の
英

国
転

換
期

と
彼

の
社

会
思

想
像
l
l

」
・
四
章

「
ホ

ブ

ス

ン
の

『貧

困

論
』

と

『
失

業

論
』
」
、

五
章

「
ホ
ブ

ス

ン
の

『
失
業

の
経

済

学
」
」
、

六
章

「
ホ
ブ

ス
ン

の
経

済
思

想

像
」
、
七

章

「
『
異

端

の
経

済
学

者

』

と

し

て
の
ヴ

ェ
ブ

レ

ン
と

ホ
プ

ス

ン
」

の
七
章

か

ら
な

り
、
第

二
部

は
、

一
章

「
ホ
ブ

ス

ン
の
経

済
学

の
基

盤

に

つ
い

て
」
、

二
章

「
ホ
ブ

ス

ン

『
帝

国

主
義

論

』

の
経

済
的

性
格

に

つ
い

て
」
、

三
章

「
ホ
ブ

ス

ン

『
帝
国

主
義

論

』

の
政

治
学

の
特

質

に

つ
い

て
」
、

四
章

「
帝
国

主

義

の
型

に

つ
い

て
ー

ウ
イ

ン
ズ

ロ
ー
教

授

の
見
解

を
中

心

と

し

て
ー
ー1
」
、

五
章

「
諸
帝

国
主

義
論

史

研
究

の
方

法

に

つ
い
て
ー
ー

ト
ム

・
ケ
ン
プ
の
所
説
を
中
心
と
し

て
ー
ー

」
、
六
章

荊
ホ
ブ

ス
ン
の

『
社
会
†
義
』
論

に

つ
い
て
考
え
る
」
の
六
章
か

ら
構
成
さ
れ

て
い
る
。
各
章

の
標
題
か
ら
も
う
か
が
わ
れ
る
よ
う
に
、
多
面
的
な

ア
プ

ロ
ー
チ
に
よ

っ
て
ホ
ブ

ス
ン
の
社
会
経
済
思
想
像

を
解
明
し
よ
う
と
し
た
も

の
で
あ

る
。

本
書

の
標
題
が
端
的

に
示
す
よ
う
に
、
著
者

は
複
雑
な
ホ
ブ

ス
ン
の
社
会
経
済
思
想
を

「改
革

の
経
済
思
想
」
と
総
括
す
る
・
浩
溝
な

書
物
な

の
で
論
点

は
多
岐

に
わ
た
る
が
、
著
者
が

「
改
革

の
経
済
思
想
」
と
総
括
し
た
理
論

・
思
想

の
中
心
的
論
点
と
考

え
ら
れ
る
諸
点

-

①

不
況
と
過
少
消
費
説
、
②
貧
困
と
失
業
間
題
、
③
帝
国
宅
義
論
、
④
社
会
改
革
、
⑤
社
会
改
革

の
思
想

に
し
ぼ

っ
て
内
容
を

紹
介

・
論
評
す

る
こ
と
に
す
る
。

ま
ず
取
り
上
げ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
ホ
ブ

ス
ン
の
過
剰
貯
蓄
論
な
い
し
は
過
少
消
費
説

で
あ
ろ
う
。
過
剰
貯
蓄
論
な
い
し
は
過
少
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消
費
説
は
・
大
不
況

の
原
因
を
探
求

し
た
処
女
作

『
産
業

の
生
理
学
』
(
マ
ム
メ
ー

と
の
丘
ハ著
)
に
は
じ
ま
り
、
彼

の
生
涯

の
経
済
分
析
と

社
会
改
革
提

言
の
理
論
的
基
礎
と
な
る
。

そ
れ
故
、

こ
の
理
論

に

つ
い
て
著
者

は
随
所

で
触

れ
て
い
る
。

と
り
わ
け
、
第

蔀

二
章

五
節

「
改

め

て
処
女

作

『産

業

の
生

理
学
』

の
構

図

を
問

・つ
」
、
五
章

.
節

「
ホ
ブ

ス

ン
の

『
失
業

の
経

済
学

』

の
嚢

構

造

」

a
項

【
『
市

場
限

界
』

論

と

は
何

か
L

と

b
項

「
『
消

費

・
貯

蓄
均

衡

込珊
』

の
性
格

」
、

六
童

節

「
E

・
E

・
ネ

了

ズ

の
ホ
ブ

ス

ン
論
-

過

少
消

費
説

の
問
題

点
1
1

」
お

よ
び
補

論

に
お

い

て
は
、
単

独

に
取

り
出

さ

れ

て
藁

さ
れ

て
い
る
。
『
産

業

の
生

理
学

』

で
は
、
貯

蓄

は
節

約

(現

在
の
消
費

の
減
少
)
と
落

-
投

資

(近
い
将
来

の
生
産
の
増
加
)
を
意

味

す

る
か

り
、
過
少

消

費

は

.
董

に
把

握

さ
れ

て
い

る
。
す

な
わ

ち
、

資
本

主

義
経

済

に
内
在

的

な
傾

向

で
あ

る
過
剰

貯
蓄

は
、

一
方

で

は
節
約

を
と

お

し

て
過
少
消

費

を
生

み
だ

し
、
他

方

で
過
剰

投
資

を
も

た

ら
す

こ
と

に
よ

り
過
剰

生

産

U
過

少
消

費

を
引

き
起

こ
す

と

さ
れ

る

(ヵ
。
αq
2

国
』

碧
喜

。
仁
ωΦ
層
.ζ
=
ヨ
∋
.円
団
髄
コ
色
口
。
ぴ
.。
コ
.。,
日
ゴ
Φ
℃
耳

、

.∩
喜

αq
三

巨

=
..
5

誠

部
こ

き

ぎ

嚢

ミ

碧

忌

§

、
・
ミ

寒

ミ

ω
§

』
ω
ミ

嵩
§

・
§

二

魯

口
霧

Φ
σ
二

鐸

。
。
・
・.
凹
…
・.
⑦
・)
。

し

か
し
・
著

者

は
二
章

五
節

に
お

い

て
前
者

の
過
少

消
費

説

に
し

か
触

れ

て
い
な

い

(..画

↑

ジ
)。
た
だ

し
、
五
章

.
節

b
項

で
は
後

者

の

過
少

消
費

説

に

つ
い
て
述

べ
て

い
る

(九
四
↑

ジ
)
。
著
者

は
、
補

論

に
お

い

て
ネ

了

ズ

の
研
究

方

法

に

つ
い

て
根
本

的

な
批

判

を
加

え

て
い
る
・

ひ
と

つ
は
帝
国
義

論
な
ど
を
過
少
消
費
説

の
単
な

る
応
用
と
し
て
で
な
く
、
理
論

と
思
想
の
総
合
と
見

る
べ
き
だ
と
の
批
判

(二
▲

寸

八

四
ペ
ー
ジ
)
で
あ

り
、
も
う

ひ
と

つ
は
過

少
消

費

説

の
型

を
分

類

し

た
上

で

シ

ス
モ

ン
デ

ィ
等

の
過
少

消

費
説

者

を
整

理
す

べ
き

で
あ

る

と

の
批

判

(
.
一八

一
ペ

ー
ジ
)

で
あ

る
。

と

も

に
正

鵠

を

射

た

指

摘

で

あ

る
。

}し
の
後

者

の
指

摘

に
見

・り
れ

る

よ

.つ
に
、

ホ

。フ

ヘ

エ

む

ス
ン
過
少
消
費
説

の
型
を
析
出
し
、
時
代
的

に
ど

の
よ
う

に
変
化
し
た
か
を
整
理
す

る
こ
と
が
望

ま
し
か

っ
た

の
で
は
な

い
だ
ろ
う
力

不
況

の
分
析

で
は

マ
ム
メ
ー

が
教
師

で
あ

っ
た
と
す
れ
ば
、

天

九
〇
年
代

の
貧
困
と
失
業

の
問
題
研
究

に
大
き
な
刺
激
を
与

え
た

の
は

ヘ

ン
リ

ー

・
ジ

ョ
ー

ジ

『
進

歩

と

貧

困

』

(
一
八

九
〇
年
)
と

チ

ャ
ー

ル

ズ

・
ブ

ー

ス

に

よ

る

ロ

ン

ド

ン
民

衆

の
生

活

.
労

働

調

査

⊃

八
九

一
～

冗

9

年

に
刊
行
)
で
あ

る

と

い
・つ
。
貧

困

は
機

械
制

生

産

の
進

展

に
と

も
な

う

結
果

と

し

て
把
握

さ

れ
、
ワし
}し
に
資
本

主
義

に
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お
け
る
分
配

の
不
平
等
が
認
識
さ
れ

る
こ
と

に
な

る

(
四
章

一
節

而
ホ
ブ
ス
ン
の
時
代
と

『貧
困
問
題
』
」
)。
そ
し

て
、
分
配

の
不
平
等

の
認
識

が
過
少
消
費
説

に
取
り
入
れ
ら
れ
、
失
業
者
問
題
解
明

の
理
論
的
武
器
と
な
る

(五
章
二
節

「
『失
業
の
経
済
学
』
の
ド
要
構
造
」)。

本
書

に
お

い
て
最
も
充
実

し

て
い
る
の
は

『帝
国
主
義
論
』

の
分
析

で
あ
る
こ
と

に
異
論

な
い
で
あ

ろ
う

(割
か
れ
た

ペ
ー
ジ
数
も
最

も
多

い
。
)
。
『
帝
国
t
義
論
」
第

一
部

「
帝
国
主
義

の
経
済
学
」
を
論
じ
た
第

二
部

二
章

に
お
い
て
、
著
者

は
、
ホ
ブ

ス
ン
が
帝
国
覗
義

の

経
済
的
基
底
を
分
配
の
不
平
等
か
ら
生
じ
る

「
過
剰
貯
蓄

海
外
投
資
圧
力
」
と

「
過
剰
貯
蓄

過
剰
投
資

(
過
剰
生
産
)
1
1

商

品
輸
出
圧
力
」

の
論
理

に
求
め
、
帝
国
t
義

の
政
策
主
体
を
金
融
業
者
を
中
核
と
す
る
投
資
家

・
人
輸
出
業
者
な
ど

の
経
済
利
害
関
係
者

と
把
握
し
た
こ
と
を
確
認
し

て
い
る
。

こ
の
こ
と

は
周
知

の
事
柄

に
属
す

る
が
、
著
者

に
お

い
て
特
徴
的
な

こ
と
は
、
当
時

の
帝
国
主
義

者

が
い
か
に
商
品
市
場
、
原
料
市
場
、
人

口
の
捌
け

口
と
し

て
植
民
地

に
関
心
を
寄
せ
た
か
、

ま
た
、

ホ
ブ

ス
ン
が
ど

の
よ
う

に
帝
国
主

義
政
策
弁
護
論
者

の
貿
易
市
場
必
要
論

・
人

口
捌
け
口
必
要
論
を
批
判
し
た
か
を
取
り
扱

っ
て
い
る
点

で
あ
る
。

『
帝
国
主
義
論
』
第

二
部

「
帝
国
主
義

の
政
治
学
」
を
正
面
切

っ
て
考
察
し
た
の
は
恐
ら
く
本
書
が
初

め

て
で
あ

る
。
著
者
は
、
ホ
ブ

ス

ン
が
帝
国
主
義

の
政
治
的
側
面
を
余
す
と

こ
ろ
な
く
批
判
し
た

こ
と
を
紹
介
す
る
。
三
章
二
節

「
帝
国
主
義

の
政
治
的
意
義

の
ポ
イ

ン
ト

と
は
何
か
」

で
は
、

ホ
ブ

ス
ン
が
、
①
植
民
地
住
民

の
大
多
数

は
徹
底
的

に
政
治
的
自
由
と
市
民
的
自
巾

を
奪
わ
れ

て
い
る
こ
と
、
②
植

民
地

の
獲
得

は
力
つ
く

の
征
服

で
あ

っ
た
こ
と
、
③
軍
国
主
義

の
強
化

は
本
国
民
衆

の
自
由
を
も
奪
う

こ
と
、
④
帝
国
主
義
と
社
会
改
革
、

帝
国
主
義

と
民
主
主
義
は
両
立

し
な
い
こ
と
、
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
を
指
摘
し
、
三
節

「
帝
国
主
義

の
科
学
的
弁
護

と
は
何
か
」

に
お

い
て
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル

・
ダ

ー
ウ

ィ
ニ
ズ

ム
に
よ
る
帝
国
†
義
弁
護
論

の
虚
偽
性
を
徹
底
的

に
暴
露
し
た
こ
と
、
四
節

「
帝
国
主
義

の

『
道

徳
的

お
よ
び
感
情
的
要
因
』

の
問
題
点
」

で
は
、
帝
国
主
義

が
純
粋
な
宗
教
心
と
高
尚

な
愛
国
心
を
利

用
す
る
ば
か
り
か
、

ス
ポ
ー

ッ
や

教
育

を
も

そ
の
道
具

に
変
え
、
国
民

に
自
己
欺
隔
を

う
え

つ
け

る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
を
、
述

べ
る
。
五
節

「
帝
国
主
義
と
劣
等

人
種
問
題
」

に
お

い
て
は
、
「
教
化
」
、
「
開
発
」
、
「
文
明

の
使
命
」
を
謳

い
文
句

に
、
帝
国
主
義
が

「
劣
等
人
種
」
を
抑
圧

・
搾
取
す
る
実
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態

が
暴

露

さ

れ
、
支

配

す

る
白

人

は

「劣

等

民

族
」

に
寄
生

し

て

い
る

こ
と
が
解

明

さ

れ

て
い
る

こ
と
を
指

摘

す

る
。

六
節

「
ア
ジ

ア
に

お
け

る
帝

国
主

義

の
問

題

」

に
お

い

て
は
、

ホ
ブ

ス
ン
が
、

占

い
高

度

な
文

明

を
有

す

る

ア
ジ

ア
諸

国
、

こ
と

に
イ

ン
ド

に
お

い

て
も
、

イ
ギ

リ

ス
の
統

治

が
経

済

的

繁
栄

や
政

治

的
自

治

を

も

た
ら

す

ど

こ
ろ

か
、

伝

統
的

手

工
業

を

破
壊

し
村

落

共
同

体

を
崩

壊

さ
せ
、

現
地

人

を
飢

餓

に
陥

れ

て
い

る

こ
と

を
強

調

し
、

七
節

「
イ
ギ

リ

ス
に
よ

る
中

国
支

配

の
問

題

」

で
は
、

時

の
国

際

間
題

の
焦

点

が
列
強

に
よ

る
中
国

に
あ

る

こ
と

に
注

目

し

て

い
る

こ
と
が

指
摘

さ
れ

る
。
著

者

は
、
帝
国

主

義

の
政

治

を
考

え

る
際
、

あ

く

ま

で
そ

の
根

因

は

経
済

に
あ

る
と

す

る

ホ
ブ

ス

ン
の
考

え
を
強

調

し

て
い
る

(
一
九

四
、
.
.○
.
.ペ
ー
ジ
)。

ホ
ブ

ス

ン
は
不

況

と
貧

困

と
失

業

を

な
く

し
、

帝
国

主

義

を
阻

止
す

る
た
め

に
社

会

改
革

を
提

起

す

る
。

ホ
ブ

ス

ン
に
お

け
る
社

会
改

革

の
キ

ー
概

念

は
分

配

の
不
平
等

か
ら
生

じ

る

「
剰
余

の
社
会

化

」

で
あ

る
。

こ
こ

で
剰
余

と

は
、

分

配

さ
れ

る
所
得

、

A
維

持
費

(生

存

の
費

用
)
、
生

産
的

剰

余

(拡

大
生

産

に
あ

て
ら
れ

る
費

用
)
、

C
不
生

産
的

剰

余

(浪

資
)

の
う

ち
、

C
を

指

し
、
具

体
的

に
は
、

地

代

、

B
を
超

過
す

る
利
子

、

そ

の
他

通
常

の
水
準

を

越

え

る
利
潤

、
報

酬

を
意
味

す

る

(
一
四
四
～

一
四
五
ペ
ー
ジ
)。

こ

の
剰
余

こ
そ
が
過

剰

貯

蓄

と
な

り
、
不
況

と

失
業

を
も

た
ら

し
、
帝

国
豆

義

を
引

き

起

こ
す

と

さ
れ

る

の

で
あ

る

か
ら

、
「剰

余

の
社

会

化
」
は
緊
急

事

と

な

る
。
ホ
ブ

ス

ン
は
・
「
剰

余

の
社
会

化

」
の
た
め

に
、
労

働

組
合

の
活
動

を

つ
う
じ

る
労

働
者

の
賃
金

引
上

げ

、
国

家

に
よ
る

「
不

労

所
得

」

の
吸
収

(租
税

政
策

)

と

土
地

を

は

じ
め

と
す

る
鉄

道
、

鉱

山
、

建

築
物

、
銀

行

、
保

険

、
電

信

、
電

話
、

交

通
機

関

な
ど

の
国
有

化

を

考

え

る
。
著

者

は
、
ホ
ブ

ス
ン
の
国
家
論

や
社

会
主

義
実

現

の
道

筋

が

不
明
確

で
あ

る

と
断

っ
た
上

で
、
こ

こ

に
ホ
ブ

ス

ン

「社

会

セ

義
」

論

が

み
ら

れ

る
と
結

論

す

る

(第

一部
六
章
)。

と

こ
ろ

で
・

ホ
ブ

ス

ン
に
お

い

て
社
会

改

良

は
経
済

理
論

に
よ

っ
て

の
み
要

請

さ

れ

る
事

柄

で
は
な

い
。

過
少

消
費

説

は
必

ず

し
も
直

接

的

に
社

会
改

革
論

に

つ
な

が
ら

な

い
か

ら

で
あ

る
。

こ

こ
に

ホ
プ

ス

ン
の
思

想

を

か

え
り

み

る
必
要

が
生

じ

る
。
著

者

は
ホ
ブ

ス

ン
の

思
想

を

と
ら

え

る
上

で
ジ

ョ
ン

・
ラ

ス
キ

ン
の
影
響

と
自
由

主

義

思
想

に
注

目

し

て
い
る
。
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著

者

は

『
異
端

の
経
済

学
者

の
告
白

〔
ホ
ブ

ス

ン
自

伝
〕
」
(高
橋
哲
雄
訳
)
か
ら

ラ

ス
キ

ン
の
次

の
言
葉

を
引

い

て
き

て
い
る
。
「
生

の
ほ

か

に
富

は
な

い
。

:
:
:
最

も
多

数

の
気

高

く
幸

せ
な
人

た

ち
を

養

う
国

が

い
ち
ば

ん
豊

か
な

国

で
あ

り
、

自

己

の
生

の
機

能

を
完

成

さ

せ

た
う

え

で
、
他

人

の
生

ざ

ま

に
、
…

…
も

っ
と
も
広

い
影
響

を

与

え

る
人

が

い
ち
ば

ん

ゆ

た
か
な

人
な

の
で
あ

る
」

(ニ
ヒ

ペ
ー
ジ
)。
し

か

し
、

本

書

で

こ
の
、日
葉

と

ホ
ブ

ス

ン
の
社

会
改
革

と

の
関
係

は
必

ず
し

も
明

確

で
な

い
。

富

を
貨
幣

的

価
値

で
測

ら
ず
、

多
数

の
人

の
健

全

な
人

間
的

要

求

を
満

た

す
能

力

で

つ
か

む

こ
の
考

え
方

は
、

ホ
ブ

ス
ン
に
お

い

て
、
「
生

産

・
消
費

の
過

程

の

『
ヒ

ュ
ー

マ

ニ
ズ
的

な
」

解
釈

」

(..、九

ペ
ー
ジ
)
に
む
す

び

つ
き

、

ひ

い

て
は

「
公
共

的

経

費

の
社
会

的
効

用
」

(.
.六
五

ペ
ー
ジ
)
と

い
う
考

え

に
い
た

り
、
独
n

の

経
済

理
論

に
よ

る
現

状
把

握

と
相

侯

っ
て
、
社
会

改

革

を
位

置

づ

け
た

と
思

わ

れ

る
。
著

者

は
、
自

由

主
義

に

つ
い
て
も

、
『
異

端

の
経

済

学

者

の
告

白

』

か

ら
、

糊
『
新
』

自
由

主

義

が
旧
自
由

主

義

と
違

う

の
は
、

民
主
†

義

の
三
幅

対

で
あ

る
自

由

、

平
等
、

友
愛

の
な

か

で
浮

い

て
み

え

る

『
平

等
』

に
積
極

的

な
意

味

を
与

え

る

こ
と

を

ね

ら

っ
て
、
重

要

な
経

済
的

改

革

の
必
要

性

を

よ

り

は

っ
き

り
と
構

想

に

い

れ
た
点

に
あ

っ
た

」
と

の
、日
葉

を
引

用

し

て

い
る

(
四
九

ペ
ー
ジ
)
。
し
か

し
、
新

自
由

主

義

と
社

会
改

革

の
関
係

に

つ
い

て
、
第

一
部

三
章

二
節

「
ホ
ブ

ス

ン
の
自

由
主

義
批

判

と

『
独

立

労
働

党
」
」

に
お

い

て
も

三
節

「
新

自

由
主

義

と

ホ
ブ

ス

ン
」

に
お

い

て
も
、

そ
れ
以

上

の

分
析

は
み

ら

れ
な

い
。

旧
自

由

主
義

が

個
人

の
自

由

と
個

性

の
発
展

を
追

及

し
、

国
家

権

力

か
ら

の
干

渉

を
排

除

し
た

の
に
対

し
、
新

n

由
主

義

は
個

人

の
価

値

を
擁

護

す

る
と

同
時

に
、

自
由

放

任

を
排

し

て
国

家

の
干
渉

を
認

め
、

社
会

全

般

の
福
祉

を

追
及

し

た
。

こ

こ
に

は
旧
自
由

主
義

と

は
異

な

る
新

し

い
社

会

観

(
オ

ー
ガ

ニ
ズ

ム
)

が
成

立

し

て
い
る

の

で
あ

る

(佐
々
木
専
.-.
「訳
者
あ
と
が
き

ホ
ブ

ス

ン
の
思
想
体
系

の
特
徴
」、
J

。
A

.
ホ
ブ

ス
ン

『ヴ

ェ
ブ

レ
ン
』
、

一
七
七
～

一
八
〇

ペ
ー
ジ
)
。
ホ
ブ

ス

ン
が
取

り
組

ん
だ
問
題

の
経

済

史
的

背
景

と

ホ
ブ

ス

ン
社

会

改
革

思
想

の
現
代

的

意

義

の
解

明

に
重
点

を

お

い
た
本
書

で
、
思

想

の
分

析

を
要
望

す

る

こ
と

は
恐

ら

く
過

大
要

求

で

あ

る
と

の
諺

り
を
免

れ

で
な

い
で
あ

ろ
う
。

し
か

し
、

ホ
ブ

ス

ン
に
お

け

る
社

会

思

想

と
社

会
改

革

と

の
関
係

に

つ
い
て

の
研

究

を
深

め

る

こ
と

は
、

本
書

の
残

さ
れ

た
課

題

で
あ

る

と
思

う
。
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ホ
ブ

ス

ン
の
経

済

理
論

・
思
想

を

「
改

革

の
経

済

思
想

」

と
規

定
す

る

こ
と

は

チ

ャ

レ

ン
ジ

ン
グ

な
総

括

で
あ

る
。

本

書

は
わ

が
国

ホ

ブ

ス

ン
研
究

に
お

い
て
貴

重

な

一
里
塚

を
き

ず

い
た
と

い

っ
て
よ
く
、

ホ
ブ

ス
ン
の
著

作

な

ら
び

に
内

外

の
研
究

の
詳

細

な
文

献
目

録

と

と
も

に
・
今

後

の

ホ
ブ

ス

ン
研

究

の
土

台

と
な

る

で
あ

ろ
う
。
大

病

の
直

後

に
も
か

か

わ
ら

ず
、

か
か

る
労

作

を

ま
と

め

あ
げ

た
著
者

の

研

究
意

欲

と

エ
ネ

ル
ギ

ー

に
敬

意

を
表

し

た

い
。

(
さ

え
き

も

と
、

関
東

学

院
大

学
経

済

学
部

教
授

)


